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アメリカにおける外国語研修

はじめに

第2次人・戦に先だら，アメリカは戦略的tr．煎要な言語

能力のき油の邸味から，日本祗ロシア語，中国而など

の甘語の短期習得の必要にせまられた。アメリカ賭学会

評議会 (Am~rican Council ut Learned Societies一人

文屁学の発達および各種学界ltlの1対係の維持I:'.J上を目的

として1919年に創設された協議会）は，これらの言語の

エキスパートがきわめて少ないのを知り，甘語学者を勁

員して戦略的な百語の分析にあたらせ，さら1ここれを教

える具体的な計醐ことりかかった。

分析の結果，言語学者は次のような結論に逹した。す

なわち言循分析の正しい訓錬をうけた者はまった＜未知

の甘語に接しても，その者語の構造を非常に明確にまた

正確に把趾することができ，そして百語を教える最良の

方法は教師の仕事と informantの仕事をわけることにあ

り，教師は学密課程全体の進腹について毀任をもも，逃

度に応じて文法（J9分析を示すのを本務とし，infonnantf!:

学密者に発音の手本を示し会話．I．．送の指沿名となること

に麻念する，ということであった。

この種の教育方法は通常の大学の語学コースよりも多

くの時間数を与えられるところから，集中的コース (in•

tensive course)と呼ばれた。

語学会評議会のこのような計画はACLSの集中的語

学教育計両 (IntensiveLanguage program)として一般

に知られるようになった。アメリカが戦争に入った時，

軍には特にその戦略的臨味から外困語の短期習得の必爽

があった。そして宜はこのACLSの簡学計阿に注13

し，その苔積力を利用することができたのである。

1942年，軍は少数の将校に対する外国語教宥を実施し

た。そこに語学会評議会との協力が芽ぱえ，さらにこの

計画を発展させるために「酋語と地域の征究」(language

ancl area studies)の一現として，「陸軍各科専門教育舒I・

i由i」(ArmySpecialize<l Training Program,一般にAS

TPと称せられる）が実挺された。

ここに，戦前から宵語学者が実際の外国語教育に応Jll
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しようとした原則を汲みいれた「集中的教授法」 (inten-

sive mcthocl)が登楊した。当初この種の計画は，軍のみ

では処罪できなかったので，当然各大学の機能iこたよら

ざるをえなかった。その実脆条件も非常に厳格であった

ので，これに応じられる学校は10校ぐらいしかないと考

えられたが， t|洞が拡大するにつれ100を越える大学の

機能が活用された。

ASTPが各大学に：：：ースの設代を依頼する際の指示

事項は次のとおりである。

(1) 比較的短期間l)..J1こ，多くの授深時1目を設けること。

(2) 1学級内の学生数を少なくすること。

(3) 百餅構造1こついての説I}］と，会話純密とを和よく

あんばいすること。

(4) 反復練密を煎視して，百語杏『tを形成するよう強

濶すること。

(5) 音索分析および音索表記を用いること。

(6).その言語を話す informantを使うこと。

(7) 会話体国語を自由に使いこなすことを．主たる 1封探

とすること。

これをみるとわかるようにその主限点はあくまでもUl]

くこと，話すことにあり，これが完全に自分のものとな

ったとき，その基礎のうえに読み方を習い始めるという

課程がとられている。話し方を学ぺば沈み方の能力は「l

然tこ具わるという考え方である。ここに従来の「説み方

木位教授法」 (rendingmctb叫）に代わる新しい教授法

がはなばなしく登場した。

I アメリカ陸軍語学校

このようtこして軍は各大学に教育を委ねて，その機能

を活用する-•方，独自の機関を設立し，外国語教育にあ

たっていた。硯布カリフォルニア州モンタレーにあるア

メリカ陸軍語学校 (U.S. Army Language School)が

その名ごりである。

1941年12月8日対日戦争が開始されようとする緊迫し

た状況にあって，軍の少数の将校グ）レープしまt打報部隊の
重要性を認識していた。そしてその任務遂行のためにも
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どうしても日本語の知識が必要であった。かくして秘密

裡に1941年11月1日，サンフランシスコに第4陸叩俯報

学校(TheFourth Army Intelligence School)が生まれ．． 

た。これが衷在の陸軍語学校の前身であるc

日本語を知っている白人が少ないため1こ，必然的にこ

の分野の活動は短期問の明練で日本語を密得できる利点

をもった2•I!.t1•こむけられた。しかしながら厳重なる逸性

検査の結果，憐足tこfi酋きを駆使できる者はごくわずかで

あったので，さらに機能を拡充する必要があった。

まず2人の罪人と 2人の民問の教師が課目を設定し，

テキストを作成した。学校が開校した時ほ， 5人の教師

を含む13人のスクッフがそろった。部人の2祉と 2人の

白人が最初の生徒であった。そのうちコースを修―fした

35人の生徒は太平洋地J成1こ配屈され， 日本軍の賠・号をと

らえ，それを解読する任務にあたった。フィリヒ°ン沖の

海戦における勝利ほかれらに負うところ大であった。

戦牛が終了しても軍ならびに政府機関は外国柄に通じ

た人問沢成の重要性を認め，この機圏を恒久的に存続す

ることに決定し，名称もi座軍語学校と改めた。

E木語から出発しわずか4人の教師で始められたこの

学校も現在では30数力国語の教背が可能であり，その

問500人ばかりの教師が招かれている。かれらの多くほ

アメリカや外国で教師としての経験を有する布能な人々

であり，なかには経験のない人も含まれているがそのよ

うな教師も教師としての集中的訊Il線を与えることにより

短期問のうちに技術と方法を密得することができる。全

教師はその面語を陪す国；こ生まれた本国人または現地に

生まれその固の言薬を第 1外国語として話すアメリカ人

で構成されている。教師は当然ながら股服と歿格を閻査

され， 自分のJBとアクセントを吹きこんで提fl}しなけれ

ばならない。このようにきひーしい狡格審在の上，［まじめ

て教師として認められる。教師は生徒を教i'fする前1こみ

ずから学ばなければならないのである。

1. 教育課程

教育課程と酋語はそれぞれの目的によって追うけれど

も次のようである。

(1) 47週間コース（Albanian,Arabic, Bulgarian, Chi-

nese-Canton~se, Chinese-Mandarin, Czech, Finnish, 

Greek, Hungarian, Indonesian, J~pa:iese, Korean, 

Lithuanian, Persian, Polish, Russian, Serbo-Croatian, 

Slovene, Thai, Turkish, Ukrainian, Vietnamese.) 

(2) 24遥閻コース (French,,German, Italian, Portu・

guese, Spanish) 

(3) 74迅問コースー一特別延長コースーー(Chinese-

Mandarin, Japanese, Korean) 

これらのコースと並行して，その匡の地理，経済，廊

史，致浩の知識も狼なう。

特別延長コース：こ描入される者は通常コースの 5カ月

の訓練lUl『りに平均以上の能力を示した志願者から選ばれ

る。そのほかに話し＇ことば (spokenlanguage)を理解しそ

れを敏速にポ記すること1こ煎点をおく SpecialAuditory 

Comprehensionコースがある。

それぞれのコースは(i)発音，（ii)営語構造または文法，

(iii)応用の 31没陪にわけて教脊される。打n段杷の発音
には各コースとも最初の4週間があてられる。この期問

に生徒は外周語のsoundを捩倣することを教えられる。

それは簡単な種類の甘語表現のための甚礎的な陪い習得

の助けとなり，発音どおりに杏かれている言語の sound

を自分のものにするよう訓練される。第2段階の言陪構

追または文法の期間i!.24巡I閉コースの場合はそのうちの

12遥問， 47迎問コースでは20遇問， 74迎問コースでは26

週間である。•ここでは言語の文法構造を教え，それを日

常生活1こ籾用しうることを目的とする。生活tこ板ざした

会話，詳細なる文法の分析，広範囲の読本等が教材とし

て使われる。第3段階の応用では生徒は可能な限り平隊

的郡裟1こおかれ，自分の密得した百語の使用を許され，

叩隊の任務にそうよう仕向けられる。そして爽際tこ言語

を利用する経験をつむために，映画（映画については各

国の言語で，最もやさしい言い回しでゆっくりと話すも

のと，中くらいの話し方と，普通の話し方と 3通りのサ

ウンドを作っている），；溝義， 野外実密，品学旅行等の

課外活動が行なわれる。各コースとも授業は毎迅4日間

で， 5日目は錬習と試験1こあてられる。 1日の投業時問

数は5時間で,4時問目まで：＇文会話と発音についやされ，

新しい会話は生徒が宿題として勉強できるように4時間

目， または5時：h1目｛、こだされる。クラスの人数は特別誂

淡とか映画法＇政を除いては，最大の効果をあげるため 8， 
名以内に限定される。

2. 教育の重点

外匡l語習得は従来学校で行なわれてきたように，ただ

わりあてられた時問内に深然と習うということでは完全

な習得が不可能であるという立場から，まず語学校の指

祁者は明確な教育目的を確立することが必婆であった。

そしてそのような目的に沿ってかれらが採用した教授方

法は oral-auralmethod (speaking and understanding) 

であった。したがって現地人に近い発音で流らょうな正
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確な会話を進め，通常の状況(})もとで現地人を理解する

ことができる能力をつらかう.::.とが本来の目的であり出

た最終日桜でもある。読み方と礼：き方は 2 次l•Iりな！tl}りで

ある。その根i怜ななすのが;en・・であることはいうまで
もない。•まず~lj,tは音j“上の比随礎I恥Pl! ， ・t.i語に特1iな

soundを紹介されることによっ｀（第 1歩が始まる。生化

は教師の発音を其似し，教師のい．っていることを正常な

るゼスチュアと」T:確な発音で総 I）かえし，採りかえし練

習さ・辻られる。配しい涵渡きの町lr［がついた後でも，如I:I

的に soun<I systemを練1Piさせられる。新しい souncl

の叫‘tが自然に防lまってくると今庇は表省i(t!Ji} (sound. 

symbols)と文字が紹介される。中l.i揺t, 9:I本訊校）ような

特殊なことばは文字が複雑であるから，文字を‘朕えるこ

とが最初に必要となってくる。しかしいかなる場合にも

生徒しますでにsoundとして悧得したものを1占猫として文

字を‘迂える。このような課程を経たのも，生徒は会話：•こ

はいる。会話の主要な対象は日常生活に向けられる()会

諒註＆礎jlt;iliを生徒が自由にあやつれるように計雨され

ている。そのためにJ立初10:［たは幻の会話のバクーンが

レコードされており，生徒はこれを徹狂的におぼえる。

それを助けるために各生徒はレコード・セットとボーク

ゾ）レ怒音機が与えられる。授業が終ってもかれらはそれ

を利用して復晋できるわけである。さらに各会話譴爛

する行政）の図解枯＇堺等がかれらにいっそうり且浬解を与え

る助けとなる。正しい会話の反復線習が終わると，今庶

はすでに1習った語いどfii"語構造のパクーンを用いて，自

由に会話があやつれる努力がなされる。さらにニ・"I.-ス

放送とか，館i1社な逸話を古きとったり． Ihlいたりするこ

とも行なわれる。この方法は教背内容に変化を与え， lI:

徒の煎味をそそるし，ことばの 1つ1つがわからなくと

も全休の：な味を理鮮する助けとなる。ここでも究全に［l

分のものとするため反復糾滞が行なわれる。

蚊初から教師は自分のクラスの進疫について厳前な藍

径をし，試験によって進疫が評価される。生徒の成紐は

1迎liりおき：こ決められる。

3. 器材と設備

睦宜謂学校の特色は以上のべた教咋方法の他に，充実

した教存器材と設俯にある。その 1 つ：•こ Sound Record 

Studioがある。 このスタジオでは発晋棟否，会話， そ

の他諮学に関係ある材料のテープとレコードを作製する

ことができる。そのために防音装府のついたスタジオや

レコード切断機や，厠時に20のテープ・ンコーダー（こ吹

きこむことのできろ設備がそなわっている。新しい股備
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四l:11・すべきも(l)は，邸速）むテープコヒ＂ァーである。こ

れはそのテープから111JIJかに4つのテープに1輝 5インぅ:

の速さで再生することができるものである。他に常に外

困jiliを生徒に親しませるためにラジオ放送がある。これ

は生徒(/)'肖語に対するJli！解））を削進し， ii!iいを．ふやすた

めの箭災な磁只となる。放送は外国放送や新llij雑誌の氾

事が主休もあっめられた材料は 1時1廿l以内に烈訳され，

級訳され，糾梨されそして緑布される。

11 大学における外国語教育

この新しい教授法に反対がなかったわけではない。た

とえばこれはベルリッツ式教授法（恥rlitzMethod-

アメリカの外国語教師 M.D.恥rlitzによって唱祁され

た外団語教授法。外国語を柑l：接に知伐，思考に述合させ

ること，紺固話をぜったいに使！IILないことなどを罰頂1)

とする。かれの影界をうけたいわゆる ncrlitzSchool ~ま

1化界各地に300もある）であるとか，ジャズ式に濶子づい

ている (jazzedup)とか，全く文法が忘れられているとか

いった歎いの非雉である。

このような非難は従来の「説み方木位教授法」を固執

する人々によってなされた（なお1924年から30年にかけ

て米国およびカナグにおい-cMoclern Language Studies 
と称する大規校なl仕論調・究が行なわれたが，その結論は

rcadinp: methodがよいという結果がでた）。

しかし手「i々の非難そして困難に花tihiしながらも新教授

沈はいくつかの大学の訊学教府に応用されるにいたっ

た。

たとえば陛平諮学校の正統（lり流れをくむコーネル大学

（ここでは平時の大学課邸こ ArmyMethodを採JI]し，

4年制カレッジに入学した者は初めの．1年の学習の半分

を1つの外国語に如l:Iしている。）．語学器械利用のため

の特別の建物をもつテキサス大学（ここでは中央の技術

室：•こ各独のテープがそなえてあり，それぞれの教室や，

錬習室から阻揺呵1しこめば紺みの語学テープがただら

にycれぞれの部殷に問えてくる設tiiiがととのっている）

などがそれである。そして汲も古い伝統をもら外固語教

育の分野でもパイオニア的役割をはたし~（いるのが，ジ

ョージタウン大学(GeorgetownUniversily)である。ジ

コージタウン大学の場合は新しい外国語教竹の利点を採

用する一方，従来の教背方法をも重視して併用し，語学

教育で独自の方向を進んでいるのが特色である。

この大学の外国語教育の厭史は第 1次大戦匝後に付設
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された外事学校(Schoolof Fornign Service)：こ始企る。

外交官その他固際人の洸成を1:1(i(]として出発したもので

あるが， J949年さらにこの学校の付屈研究所として「了it

語および酋語学研究所」 (Institute of Language and 

Linguistics)が削立されるにいたり木格的：こ語学教背が

始められた。 j'恥こ他の諸国民との1対係を友好的たらしめ

刑！解しあうためには．それらの行語を学ぷことがその）占

本であるとし，通常の大学課程の中に特に汀ii!i躙 ’l砂 il

み入れた。一定の単位をi多了した者にほ， Bnd1clor of 

Science in Language,成たは Bachelorof Science in 

Linguistics(/）ft格を与え，大学院もある。

語学の場合をO)にとると，在学jリJIii]は4年間で，その

澗2回ないし 3阿の以JリI学級をうけなければならない楊

合もある。他の1it序1大学，総合大学からの転校も許され

る。すでに学士の沢格をもっている転校生は，少なくと

も1年1用の補習教育の終りに卒業諏！tを下付するにじゅ

うぶんな日語能力をもっていなければ，さらに2年間を

学苦：•こあてなければならない。さてここでtl:tl しなけれ

ばならないことは，学士の称号を得るための条件として，

専門分野の学l.！りを推しすすめるために 1年1}取海外留学

をしなけれぼならなiヽことである。 f(/学jリl|ii1中は3カ月
:：： l批：レボートを提出し，婦国にあたっては自分の研究
に対する試険をうけなければならない。その他にtfiili科

学の分野における一·般は語学，音戸学，音索学のう •I：っか
鱗支低2課日の習得が要求される。

言語教育（ま集中的または半北中的教宥によっ-c行なわ
れるが，即lむに関係目語の・N放をなす文化と社会の教育
も重視される。蔽大の効果をJ関するために各クラスとも

1(）名以内に限定する。コースは大休次のようにわけられ

る。

(1) Introductory Language Courses 

ここでは酋語の音胆f.!，文法上の2彫lo:)紹介に中心が
おかれ， コージ打打訴学名().)参加と監仔{/.)もとに指消

される。学級錬密には現地人があたる。語学僻椴は欠

くべからざるものとして全コース：•こ迩宜利fn される。

ほかに特別艇中コースがあり，通常 l迅1511罪加の投棠

がある。

(2) I ntermediale Language Course.-; 

このコースは上氾コースf夕了の者のみが受けられる

もので，話しことばと―i!tきこと［和の両方を理解するカ

を1もなうことを目的とし， oral report と四itlen

report,基礎作文，古典あるいは近代文学から選ばれ

た説木咎が教背材料となる。地城研究ももちるん重要

な一郎をなす。

(3) Advnnccd Language Cours邸

このコースはElr」1会話の口頭実密が目的で．会話の

さまざまなスクイル(J)錬苔，原文スタイルの分析，（乍

文に頂点がむけられる。一方古典，現代の作家の作品

からの泌因選択も行なわれる。さらにE暉iされていな

いII;（文の聴取，｛励託l身の吹き込J人等が史験 (Lal.lOra-

lury work)として行なわれる。これは］nlermediatc

Language Cm1rst:.'~ を i多（した者がうけられる。

以上が訴学コースであるが， その他に Rcatling and 

Translnt:ion Courses, Civiliz:ition nml Arca Courses 

がある。

アジア地域の対象雷礼としては中同研，日本語が教育

されている。コースのll炉ll]数は次表のとおりである。

‘‘` 

｀` 
品学名 I f:l 木；ili 中回語

．；；； . ．.．．-----• • •ー・-- ~- ...— • -----、 |抜菜llf|：il実験Il鱈！饂ll!t|lil虹麟ll!J
1這 l •--．．ー：‘ -ー・県）ー 1 ー一国．l＿{鞘_|_J凱）＿
l) !ntrocluctory 1<:r-n 8 l)2  I 8 I 12 

2) Iも：：：l：こ:--：-1;:-:―|―•-~:--i--~!ー：::
ぢ閂bu-eab:-e--．-IりりーりLI: [iil」→.I /‘|．／ 3~直三夏;----1~:：;！／[ー-：-..,..5[／:I／口
on 1), 2)は4年1lilコース， 3)は大学院コース。
その他大学院コ←スに各屯l"1分野にわかれて日木

文を読む TopicalJapaneseコースがある。

Civilizntio11 ancl Arca Course戸（こは次のも(/)がある。

Introduction to the Eastー中抹1, 11本，その他匝東

諸国の文化(J)概賂， 4年紺llコースc

Chinese Civilizntion-;/[IJ義とそれに伴う一般討議や偲

々の研究は，学生の；訓練にI月追ある問題iこのっとってな

される。中伝揺li選択の生徒は必修課l:Iとしてうけなけれ

ばならない。 4年11ir]コース。

Jnpanese Civilizalion..:__I司上。

'fhesis Research of the Far-East-—教授の指祁のも

とに極東l!！関の研究，調在。

Central Asia―Northwest Chinn, Tibet, Mongolia, 
Russiun Turkestan, Cauc,LSttS等の1洞々の人口，歴史，

宗教．経済の濶義。セミナー・コース。

K氾コースはいずれも巡i2時I尉である。その他正規の

授業のほかに，夏期学校があり 8週問行なわれる。
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以上がジョージクウン大学の語学教育の既要である

が，新語学教育方法と伝統的学習方法がうまく化分され，

さらに地賊教背も決してぉろそかにしていない点はi.l;|」

してよいであろう。

m そ の 他

このように認IIf.iin学校を代表として，各大学の科学的

教投法，充実した設伽，股'/kな語学教育器材等を劣えて
みるとアメリカの外国語教育のレベルは非常に枯jいよう

に思われる。確かに特定の学校tこおける教有レペルは商

い。しかしこれは一部の悛秀校のみであって，アメリカ

全体の大学における・一般水準は決して硲いとはいえな

い。それは公立学校で外困語を既粗ししている者がわずか

14.2％に過ぎないため，大学に入って初めて外国語と学

びはじめる学生が非常に多いことをみてもわかる。大学

入学狡格の 1つとして外拭語の既習を要求している 4年

制大学の数は全体の 3:J~Jにすぎないといわれている。こ

の事態を打破することが必要なことは一部教背学者のみ

ならず，政府白（本十分認―すべきことであった。そして

しかるべき手段は力tt々 と講じられているようである。

その 1つのあらわれが， 1958年議会で承認された困似i

選 択

Afrikaans I Gujerati 
Albanian Hausa 
Amharic *Hebrew (modern) 
**Arabic **IJimli 
Armenian *Hungarian 

Assamese Ibo 
Azerbaijani Icelandic 
*Bengali llocano 
Berber languages *lndonesiaǹNIalay 
Bulgarinn **Japane:氾

*Burmese JavaneSC 
Bycloru函tIn I<annrese 
C皿 boclinn I<ashmiri 
**Chinese K皿ak
Czech I<nzan-Turkic 

Danish *Khalkha 
Dutch *Korean 
Estonian Kpelle 
Ewe Ku relish 
*Finnish Laotian 

Greek (modern) Lettish 

.7に—て』・ ・ 

教育法 (NationalDefense Education Acl)であろ。こ

の法律の中の I謡語1}膨l光」 (Lanp;ua~c Development)と

名づけられる第6条6()1項(b)は，従来ほとんど教えられ

ふせずまた未知でもあった外1卦語を密得しようとする；迎

欲にもえたi.fいアメリカ人に対する給炊研究阻l度を規定

したものである。給毀金をうける者は厳頂なる歿格審究

の結果，自分の希望する団語を密うことができる。選択

できる日涌は下表のとおりである。さらiこ同じfi)1項(n)

はif:j等外l甜諮教育を火施している大学の研究股役lを助戚

するために政府のli1敢援助を与えることも規定してい

る。？t格審杞こパスした者はこれらの研究機楳lに入学を
許可されるし，扱助をうけていなくても，莉等教育を実

施しうる能力をもっていれば入学できる。短期コース，

正規コース， どらI?でも入学可能である。

給毀金をうけるための条件のおもだったものは次のと

おりである。(i)パチェラー，またはそれ：こ準ずる狡格を

布する者， （ii)教育終―（後は，みずから学んだ目語を教

えるために役立だたせるか，またば同家の経済，文化，

教脊，科学の分野に只献しなければならない。最初の年

である 1959年には 171人の給費生が認められ，それぞれ

Arabic, Chin~e. Hindi-Urdu,.「aがancsc,Portuguese, 

Russian等の大学教師になるための研究をした。

話 名

l Lithuanian Shona 
Madurese Sindhi 
Malagasy *Singha Iese 
Malaya.lam Slovak 
*Marathi Slovene 

Mor.go Sundm氾se
Mossi *Swahili 
Mongolian langunges Swedish 
Nepali Tugalog 
Norwegian *Tamil 

Oriya *Tclu1::u 
Panjabi *Thai 
Pashtu Ti此tall
*Persian Tigrinya 
*Polish '*Turkish 

*•Portugue.'!e Twi 

Quechua Ukrainian 

Rajasthani **Urdu 
Uzbek 

Romanion I Vietnamese 
**Russian 

YVoi邸ruybaan 
*Serbo-Croatian 
' 

（注） ”印 2つのついている酋稲は「百罪発展」計画にもとづき紋低先枷が与えられ， ＊f.!J lつの出屈には第2
の級先倣がJ.Jー・えられる。必要に応じてこの分料［は変災される。
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なお1961年現在，政府補助をうけている大学のliJf究機

関は別表のとおりである。それらは I、anguageund Area 

Centersと呼ばれる。

Comma11dant U. S. Army Language School, Cali-

fornia: Presido of Monter':y, 1956. 

さらに同こ第6条6ll項は小中学校の外国晶教師を対

象とする諧習会の設代を規定しているe これはすでに外

団語教師のft格を有しながらもじゅうぶんな能力に欠け

ている者に 7近代外国語教師9)audio・iingual能力をiii

進し，あわせて新しい教育方法，技術を紹介する」こと

を目的とするものである。謁習雑llb1ぱ 6~8迎問で初年

股ほ720人， J960年には2040人， 1961年には2622人の教

師がこの購習をうけた。

The Institute of Language and Linguistics, School 

of l•'orcign Sc1・vice Bulletin 1957~1958, George-
town University, 1957. 

〔参ゴ瑣料J

The Center for Applied Linguislics. The I、ilzguistic

Reporter, Vol. J, No. 4, 1959, Vol. II, No. 3, 

1960, Vol. II, No. 5, 1960, Vol. III, N:o. 1,・ 1961. 

Bullctin ou llm Natio91aI DcfcnSC E如cationAct, 
Public Law 85,.._.,864, Title VI: No. 7, No. 8, 
1959. 

ロバート •A ・ホール・．rr．蒋，必屈次 ftT-, 界it1t逹

郎批沢，「記述釦訴学入l11)，三省裳，昭和33年っ
liiiHIPり一，「アメリカ大学巡り」，大f&館， II仔和36年。

Army Language School, l11formation Catalogue, （アジア経新研究所広禄出版部 1l1Ul逹宏）

National Defense Langunge and Area Centers 1960.....,61 

大学名 援 !l)J 対象甘滸
I 

—-—·——•.—----～ - • --―-• •一―-1. 一•―-----．-------• I 
The University of Arizona 
University of California 

The University 0£ Chicago 

Columbia University 
Corneil University 

Duquesne University 
Harvardじnivcr:;jty

Universily of I lawuii 

Howard University 
Stale University of Iowa 
The Johns Hopkins University 
University of Kan紐S
The University of Michigan 
， 

Michigan State University 
UnivcrsiLy of Pennsylvuniu 
University of PiLLshurgh 
Portlnncl State College 
PrinceLon University 
University of Southern California 
Stanfordじniversity
The University of Texas 

University of Utah 
University of Washington 
The University of Wisconsin 
Yale University 

Chinese, Japanese 
Hindi-Urdu, Persian, Telugu 
Ewe, Shona, Swahili 
Arabic, Berbar, Modern Ilchrcw, Pcrsian,Turkic, Turkish, 
Kazak, Uzbek, Ethiopic, Amharic, Ge邸， Tigrinya
Chinese, Jupm1csc 
Hinrli-U rdu, Bengali 
Chinese, Jup~mese, Korean 
Ilindi-Urdu 
珈 rmese,lnclonesiun-Malay, Thai, Vietnamese 
Chinese, Japanese 
Swahili 
Chinese, Japanese, Korean 
Arabic, Hebrew, Persian, Turkish 
Chinese, Japanese 
Indonesian, Thni 
Swahili, tl‘sw:na, Yoru如
Chinese 
Arabic 
Chinese 
Chinese, Japanese 
Arabic, l'etsinn, Turkish 
Ibo, Yoruhn 
1・1incli-Urdu, Bengali, lvfornthi, Nepali, Tamil, :rclugu 
Chinese 
Arubic, Hebrew,・ Persian, Turkish 
Arnbic, Persian, Turkish 
Chinese, Russian 
Chinese, Japan蕊
Hindi, Telugu 
Arabic 
Arabic, Hebrew, Persian, Turkish 
Chinese, Japane紐， Russian,Mongolian, Tibetan 
Hindi, Telugu 
Burmese, Vietnnmese 

（注） 上記臼賂のほか．j相次絣国の首硝についても扱助をうけている大学もあるが，省陥した。
(lli所） Departmentof 1-leulth, Education, an<l ¥Vclfarc Office of Education, 

援助額

20,625 
47,009 
20,991 

43,663 
21,700 
65;082 
22,509 
28,000 
50,000 
22,000 
15,634 
t.9,379 
52,577 
21,232 
10,850 
8,091 
10,177 
12,559 
14,015 
23,609 
36,590 
25,759 
72,162 
17,934 
25,0l9 
51,462 
26,080 
40,360 
10,344 
25,038 
36,510 
68,610 
40,791 
30,685 
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